○お願いしたい台詞

（１）試合前の記者会見後の会話
明日はよろしくお願いしますね、井上尚弥チャンピオン。
　さっきの会見、さすが無敗のチャンピオンって感じでしたね。
　私みたいな女子が挑戦者でも、油断も慢心もなくて、まったく隙がないって雰囲気で。
　でも、内心は負けるわけないって思ってますよね？
　ボクシングの男女の協会が統一されて数年経ちますけど、未だに女子の挑戦者が男子の王者からベルトを奪ったことはないですから。
　特に私みたいな『美人ボクサー』って言われて実力以上にちやほやされている相手には負けられないですよね？
　ほら、見てください、私の細い腕、くびれたウエスト。小さな手に細い指、握り拳を作ってみてもこんなにちっちゃい。弱そうでしょ？
　でも、日本中が注目している大晦日の試合で、万一、私に負けてベルトを奪われちゃったりしたら相当屈辱ですよね？
　井上選手に限ってそんなことないか。
それじゃまた。
【364文字】

（数秒間、開ける）

（２）試合後の控室での会話
お疲れさまでした！
　『何しに来た』ですって？別にいいじゃないですか。
試合後に会っちゃいけないなんてルール無いですよね？
　それにしても、まさか井上選手にＫＯ勝ちしちゃうなんて。
　最初からなんかぎこちなかったですけど、もしかして私の体が気になっちゃいました？胸元とか？
　でも、あんなに綺麗にパンチが決まると思わなかったですよ。
　まずは、第２ラウンド。私の左フックが井上選手の顎に決まって、最初のダウン。
あのとき完全に目がいっちゃってましたよ？口からマウスピースがはみ出て、涎も飛んじゃってましたし。みんなびっくりしてざわついてましたよ？
　結構効いてましたよね？そのあとは必死に顔を守ろうとする井上さんに、私がボディブローの連打。第５ラウンドには、みぞおちにアッパーが決まって、２回目のダウン。「ウッ！！」って苦しそうな声を漏らしてましたし、ボディも効いちゃったんですね。
　そのあとは私のパンチが一方的にヒットして、滅多打ちに状態になっちゃいましたね。
最後は第６ラウンド。コーナーに追い詰めて左右のフックが顎に打ち込んで、大量の涎を絡ませたマウスピースが吹っ飛んじゃいましたね。
　私の足元に土下座するみたいに崩れ落ちて、失神ＫＯ負け。
観客のみんなも井上さんが圧勝すると思ってたから、唖然としてましたよね？
　なんですか？悔しいんですか？私はいつでも挑戦を受けますよ？
　『元チャンピオン』さん。
【582文字】

【合計946文字】
